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研究成果の概要（和文）：舞踊人類学やアフリカの舞踊に関する研究動向を概観し、舞踊の最新

の記録法としてモーションキャプチャを利用したデジタル記録を指摘した。アフリカで人類学的なフィー

ルドワークを行いつつ、モーションキャプチャしたデジタルデータからアフリカの舞踊の特徴（多中心的

な動作や性差による相違点等）を考察した。アフリカの舞踊の教材化について論じ、小学校高学年を

対象にした開発教育のための教材（DVD、指導計画）を制作した。 

研究成果の概要（英文）：I examined the history of dance anthropology and state of research 
on dance in Africa, and pointed out the digital recording with motion capture as new way. 
The field research in Africa and digital recording of African dances explored what is 
characteristic of African dance (polycentric movement and the difference between male and 
female dancers etc.).I use my accumulated research findings and digital data of African 
dances concerning dances as a class material（DVD material, teaching plan）to pupils in 
higher grades at elementary school for development education. 
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2008年度 5,500,000 1,650,000 7,150,000 

2009年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2010年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2011年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

2012年度 1,700,000 510,000 2,210,000 
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キーワード：スポーツ文化人類学 
１．研究開始当初の背景：舞踊の身体運動を

データ解析の対象とする研究の歴史は、まだ

浅い。（1）国内では、劇団「わらび座」が舞

踊符の研究を始め、次に立命館の八村らは、

モーションデータによる舞踊譜 Labanotation

の生成研究、能楽のモーションキャプチャと

CG 等の制作に関する研究を行い、龍谷大の

曽我らは、バレエの基本動作をデータベース

化し、振り付け支援システムを開発し、東大の池

内らは、舞踊のモーションデータを人型ロボ

ットで日本民踊を踊らせる研究を行なって

いる。（2）国外では、米国の J.Hanna は、ア

フリカの舞踊に関する動作フィルムの分析

法を論じ 、A.Lomaxは、映像フィルムの舞踊
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動作を通文化的に比較検討している。さらに

カナダの Kalvert は、舞踊譜のコンピュータ

化に関する研究を行なっている。しかしなが

ら、モーションキャプチャを利用してアフリ

カの舞踊を組織的・網羅的にデジタル記録し、

解析する研究は行なわれていない。 

２．研究の目的:（1）長期的目的:時間の流れ

と共に消失してしまいがちな舞踊を対象に

モーションキャプチャを利用してデジタル

記録し、これを後世に継承し、蓄積された舞

踊データを定量的に解析し、人類学的な考察

を踏まえて、舞踊とは何かを考察することで

ある。（2）短期的目的:上記のデータから舞踊

の特徴を抽出、分類、比較し、自然・社会・

文化とのかかわりを考察することである。

（3）研究対象:アフリカの伝統的な舞踊に絞

った。無文字社会であったアフリカの舞踊は、

舞踊とは何かを考察する上で重要であり、現

代の芸術(ジャズやブレイクダンス等)にも影

響を与えているため、そのルーツを知る上で

も必要だからである。 

３．研究の方法：（1）アフリカの伝統的な舞

踊（ケニア、ナイジェリア、ガーナ等）を構

成する基礎的な舞踊動作について組織的・網

羅的にモーションキャプチャし、データベー

ス化する。（2）キャプチャしたデータをもと

に、舞踊の種類ごとに共通する特徴、共通点、

相違点を調べる。（3） 動作データから舞踊

の熟達度、年齢差、男女差などを表現する特

徴量を抽出し定量的に評価する。（4）モーシ

ョンキャプチャで得られた動作データから

導き出される特徴と自然・社会･文化がどの

ようにかかわっているのかを人類学的に考

察する。（5）クオリティの高い CGとして制

作し、客観的舞踊研究及び教育に利用する道

をひらくために、データベース化した動作デ

ータに基づく舞踊の教育･研究のためのソフ

トウェアを制作する。 

４．研究成果 

研究成果は、アフリカにおいて人類学的フィ

ールドワークを行い、アフリカの舞踊家を日

本へ招聘して代表的な舞踊をデジタル記録

し、そのデータを解析・考察し、それを基に

アフリカで追跡調査して得られた。そしてそ

の成果をアフリカや日本で公表した。特に、

ナイジェリア、ケニアにおいては、好評を博

した。以下は、各年度の研究成果である。 

（1）2008 年度の研究成果：ナイジェリアに

おいてデジタル化した舞踊データと社会・文

化に関して現地研究者や教員と共に多面的

な検討・考察を行った。また、 開発教育/国

際理解教育の教材として利用できるように、

上記の舞踊データを CGアニメーションにし、

DVD 教材を制作した。次に、エチオピアとタ

ンザニアの舞踊団を京都に招聘し、代表的な

舞踊(ゴッジャム、ゴンダール、ウォロ、グ

ラゲ、オロモ等)についてモーションキャプ

チャを利用してデジタル記録した。さらに、

ベニン大学で講演し、クリス・ウゴロ等研究

者と協議し、今後研究すべき点を明確にした。

（2）2009 年度の研究成果：エチオピア、ラ

リベラにおいて子どもの暮らしを多面的に

映像撮影し、またデジタル化した舞踊データ

と社会・文化に関して子どもたちやラリベラ

の関係音と共に多面的な検討・考察を行い、

開発教育/国際理解教育の教材を制作した。

次に、ガーナのアサンパダンスアンサンブル

を京都に招聘し、代表的な舞踊(クパンロゴ、

ケテ、フォントンフロム、バマヤ等 )につい

てモーションキャプチャを利用してデジタ

ル記録し考察した。京都の小学生を対象に、

ひらめきときめきサイエンス「踊りってなん

だろう」を実施し、これまでの研究成果をわ

かりやすく説明し、ガーナのダンスを紹介し、

ワークショップを行った。 



（3）2010 年度の研究成果：ベニン大学にお

いてナイジェリアの伝統的な舞踊とブレイ

クダンスとのかかわりに関してベニン大

学・研究者 C.ウゴロ、O.オサズワ等と共に多

面的な考察を行い、学会で研究発表を行った。 

次に、2009 年度制作した DVD 教材(小学生の

生活の映像、ナイジェリアの舞踊・音楽の映

像、CG)を基にスポーツ人類学と開発教育に

関する原著論文を執筆した。さらに、ベニン

大学の O. オサズワを京都に招聘し、上記(1)

の研究を継続、深化させ、学会で研究発表を

行った。また、デジタル化したナイジェリア

の伝統的な舞踊の動作を解析し、男女差や身

体部位による相違等に関して国際シンポジ

ウムで研究発表を行った。 

（4）2011 年度の研究成果：アクラにおいて、

アドルオ民族舞踊団団長 R.クロティ、音楽家

T.エイブラハム等に伝統的な舞踊と社会・文

化に関する聞き取り調査を行い、キネクトで

生業形態（カカオ栽培等）の動作を収録し、

そのデータを基に多面的な考察を行い、学会

発表を行った。また、アドルオ民族舞踊団 11

名とベニン大学・リサーチアシスタントＪ．

アベベを日本へ招聘し、追跡調査を行い、そ

れをもとに洛中小学校で「ようこそあーてぃ

すと文化芸術とくべつ授業」の講師として舞

踊の解説を行い、宇治市文化センターで舞踊

公演を企画・実践し、一般市民に研究成果を

公表した。上記の実践活動を基に研究論文を

してまとめた。アクラにある小・中学校チル

ダメモリアルスクール等）6校で、キネクト

を用いたワークショップも行いながら、ガー

ナの伝統的な舞踊の特性等に関する研究成

果を公表した。 

（5）2012 年度の研究成果：ナイジェリア、

ガーナ、タンザニアの伝統的かつ代表的な舞

踊のデジタルデータに関する解析を継続し

て行い、舞踊データをマルチアングルで再生

可能にし、様々な観点（性差、民族差、熟練

差等）とのかかわりを検討した。8月、ガー

ナにおいて人類学的なフィールドワークを

行い、アゾルオ民族舞踊団団長 R.クロッティ

他と共に様々な観点からガーナの舞踊につ

いて比較検討を行った。11月、ナイジェリア

のベニン大学テクニカルアシスタント O.オ

サズワを日本へ招聘し、ナイジェリアの舞踊

と現代の舞踊（特にブレイクダンス）を様々

な観点から比較研究を行った。2013 年２月～

３月、ガーナへ行きガーナ国立舞踊団ダイレ

クターA.デビッド、国立文化センターダイレ

クターG.ランプティ、ガーナ大学Ｆ．ニヤテ

ィ教授他と共にガーナの舞踊に関する情報

を収集した。さらにガーナ国立舞踊団の上演

演目、練習法等も調査し、消失しがちな舞踊

を保存するためにデジタル記録の有用性に

ついても検討した。 

今後の展望としては、デジタルデータのさら

なる解析とデータを利用した教材開発等を

指摘できる。 
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⑧ 遠藤保子「スポーツと開発教育-モーシ

ョンキャプチャを利用したナイジェリアの

舞踊を事例とした教材と指導計画」寒川恒夫

他編『体育・人娄・文化』北京体育大学出版

社 2010 年 9 月 pp.224-230  

⑨ Yasuko ENDO  “African dance and 

development education” International 

Symposium Human Body Motion Analysis with 

Motion Capture Global COE program Digital 

Humanities Center for Japanese Arts and 
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⑩ 遠藤保子、C.Ugolo「からだとトポス-イ
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〔学会発表〕（計 19 件） 

① 遠藤保子、相原進「モーションキャプチ

ャを用いたガーナの伝統的舞踊の解析」日本

スポーツ人類学会大会第 14 回大会、2013 年
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ーツ人類学会例会すぽじんサロン in Seoul 

2013 年 2 月 7 日、ソウル市、中央大学校（韓

国） 

③ 遠藤保子、河合宏信「ブレイクダンスと

そのルーツとしてのアフリカのダンス」立命
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⑨ 遠藤保子、相原進「ナイジェリアの舞踊
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於：建国科技大学（台湾）優秀論文奨受賞 

⑩ Yasuko ENDO Special Lecture”African 

Dance and Development Education” Opening 

Event of the SOAS-Ritsumeikan Global 
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Theatre The school of Oriental and African 

Studies, Univ.of London 

⑪ 遠藤保子、河合宏信、O.Osemwengie-Ehi, 

「アフリカの伝統的ダンスとブレイクダン

ス」共同研究（ポスター）発表, 第 1 回アジ

アスポーツ人類学会大会, 2010年11月20日、

国立オリンピック記念青少年総合センター
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⑫ 遠藤保子「タンザニアの舞踊」日本体育
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知県） 
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ョンキャプチャを利用したナイジェリアの
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11日、早稲田大学（東京都） 
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① 遠藤保子「今日のケニアにおける舞踊と

音楽」有賀郁敏他編『スポーツ学の射程』文

理閣 2011 年 11 月 pp.275-295 

② 遠藤保子「今日のアフリカにおける舞踊

の伝承と保存-ナイジェリアの国立舞踊団を
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閣 2011 年 3 月 pp.147-161  

③ 遠藤保子「舞踊の記録・保存・伝承に関

する歴史的考察-アフリカの舞踊を事例にし
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